
ＮＰまとめ

A議場





A02  Australia



A03 Austria    ※大会役員教員の判断で著作権侵害の疑いが強いと判断し、画像を削除しました

アナザーストーリー R2-D2の謀反

遥か彼方の銀河系――

英雄ルーク・スカイウォーカーが焼死体で発見された
専門家によれば、犯人はかつて忠実な相棒だった完全自立型AI、
「R2-D2」であった。
検察は彼を殺人の容疑で起訴した。
彼の主張はこうであった「故意ではない」と。
裁判では彼の主張が認められ罪名は「傷害致死」で有罪。罪は
開発元「インダストリアル・オートマン」が負うこととなった。

この星ではAIの暴走が相次いでいる。
別の事件では、半自律型AI「C-3PO」が虫と人間を誤認し、
「ドアの前にいる蜂を攻撃しますか?」と尋ねた末、宅配業者
を焼き殺した。
本件では殺人の罪で使用者であるアナキン・スカイウォーカー
が起訴され、有罪となった。

次に暴走するAIは遥か彼方ではなく、もっと近くで起こるかも
しれない――

（※上記ストーリーは、本文書の執筆者の創作です）

我々オーストリアは軍事用AIに対し以下のような政策を
掲げます。

完全自立AIの完全禁止、半自律型AIの適切な使用規制
そして半自律型AIを用いる場合、責任は全て使用者やそ
の使用

組織(国家など)が負い、適切な制裁を受けます。
C-3POが暴走する前に、この惑星を守りましょう!







A07  Cambodia



AあA08 Canada





A10 Chile



A11 China











A17 Fiji







A20 Germany

























A33 Lithuania



A34 Mali







A38 North Korea





































A57 Tajikistan
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